
 ２０２４（令和６）年１１月２９日 堂々川ホタル同好会情報紙 2024 年度第７号（創刊 235 号） 
1. １１月定例会は１１月２４日３１名参加で実施しました。

2. 

 ４．目で見る事例

6 番砂留の草木の伐採 鳶が迫出口付近の草刈り 

５ .　次回の定例会 

８：００～１０：００

作業内容：彼岸花の開花する場の草刈り、猪が掘った場の修正、ごみ拾い
園芸部は　楠木　桜　つつじ　センダン　ハナミズキなどの植栽 

．発行責任者 堂々川ホタル同好会 会長 中山晋一

７. 会の活動を行う為保険に入ります。参加される人は12月10日までに ライン調整さんへ 

11/3文化祭で展示を行いました。11/5みどり保育園園児とチューリップ植栽。11/16御野

小学校学習発表会にて4年生が作詞した「彼岸花」を発表しました。同日神辺交流館の地

域フォーラムで土肥顧問の講演がありました。11/22 福山市より 福山のバラ６種３０本

受領しました。

今月の作業は、６～1番砂留草刈り草取り整備清掃、堂々川河原&道路のゴミ拾い、各種花

の植栽、花壇の造作、鶏ふん肥料の散布 (彼岸花&桜)でした。

ミーティング

チューリップ植栽バラの植栽

１１月１９日　井原放送で、神辺交流館の地域フォーラムで土肥顧問の講演が放映。

１２月１５日（日）１番砂留駐車場に集合

「堂々川；活動テーマ「ホタルと花と砂留と」

4. １１月の堂々川ホタル同好会の主な出来事。

６

草刈り整備

第65回広島県公衆衛生大会 環境と健康のｺﾐｭﾆﾃｲ大賞

道路のゴミ拾い

「彼岸花」の楽譜

草刈り整備

3. １１月２２日　一般財団法人 広島県環境保健協会「第65回広島県公衆衛生大会」にて

土肥顧問が、環境と健康のコミュニティ大賞を受賞。



私達『堂々川ホタル同好会』は堂々川を不法投棄の出来ない素敵な川とすべく 

ホタルと花と砂留とをモットーに活動している地域ボランティア団体です。 

取組の経緯 

堂々川中流域 1.5Kmの河原、土手に不法投棄やポイ捨てが多発していた 2005年頃きれいな川を取り戻し、ホタル 

の飛び交う堂々川を取り戻そうと地域の有志数人で活動を始めました。 翌 2006年 4 月に 31人の賛同者を得、 

『堂々川ホタル同好会』を発足させました。 8月には堂々川にある砂留が文化庁の 「国の登録有形文化財」に 8

基が認定され、 より一層土手、 河原の整備に励むことになりました。 

 

会のテーマ 『ホタル (環境) と花 (不法投棄対策) と砂留 (日本トップレベル砂防構築物) 』を守る活動を、 主

旨に賛同して入会して頂いた会員の協力を得、継続できています。ホタルは 2022 年福山市 NO.1の飛翔数を記録、 

花 = 彼岸花 (約 20 万本、 花色 21色)砂留=国の登録有形文化財の砂留 7基を年間 10 回の定例活動で整備し、 ゴ

ミ拾いは月 3回以上実施し、不法投棄も減少し素敵な沿道維持に励んでいます。上流の堂々公園(福山市管理)のお

手伝いなどを通じて、 初夏の公園内での幼児の水遊び、5 月下旬から６月中旬にかけてのホタルの飛翔見物、秋の

彼岸過ぎ頃からの彼岸花見物小学校の環境学習来訪、など多くの人が来られるようになり、年間で一万人を超える

来訪者が監視の目となり不法投棄減少の一助になっていると考えています。 

 

※一緒に活動できるボランティア会員を募集しています。 

・30~60 代のファミリー会員 

・定期作業は毎月第 3 日曜日、午前 8 時~10時頃まで 

草刈り、砂留の石垣の整備 記念樹の管理、 花壇の整備 

ホタルの餌となるカワニナの放流 彼岸花の球根の植え替え 

 

堂々川彼岸花基金 
ご寄付頂いた地域企業・団体・個人の皆様ありがとうございます 

亀川病院、キングパーツ(株)、テラル(株)、こどもえんみどり、(株)御領精螺、しげまさ歯科、

まが医院、(有)ジャパン・ラム、(有)石宝、(有)中国美装サービス、(有)プランネットエンジニ

アリング、楊貴妃、ゆうゆう神辺、ワンエイト(株)、(有)神辺ふかしな葬祭、(株)フカイ、御領

郵便局、重政工務店、福山市農業協同組合、松井製畳、(株)森山仏商           

(敬称略 順不同) 

個人名は記載しておりません。又、法人名の不掲載もございます。 

ご支援ありがとうございます。ご寄付頂きました支援金は有効に且つ大切に使わせていただきます。 

堂々川彼岸花基金の詳細はホームページに詳しく記載しています。ご覧下さい！！ 

堂々川ホタル同好会のホームページアドレスは dodogawa.com です。  
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